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上級学校調べ 

２月３日（金）に、私立高校の前期入試が実施され、３年生のほとんどの生徒が受験し

ます。とはいっても、これまで既に私立高校の専願受験や公立高校の特色化選抜による入

試が行われており、既に３年生の半数以上の進路が決定していて、今年度の私立前期試験

を受験するのは学年の半分以下の生徒です。 

令和２年度より私立高校の授業料無償化により公立高校との授業料に差がなくなって

きました。なかには、公立高校よりも授業料のかからない学力特待などの制度がある私立

高校もあります。また、今年度から多くの公立高校が特色化選抜を導入したことで、公立

高校の一般受験者が減る傾向にあります。そのため、高校受験を３月と考えていると受験

勉強の準備が間に合わない可能性があります。 

そう考えると、高校受験までにみなさんに残された時間はどれほどでしょう？ 

そんな受験に関することや、進路の選択について知るきっかけとして、今後の総合的な

学習の時間に「上級学校調べ」を行います。卒業後の自分の姿を具体的に思い浮かべなが

ら、３年生になったときによりよい進路を選べるよう授業に参加してほしいと思います。 

  

親子進路学習会を行います 
２月１７日（金）に「親子進路学習会」を行います。この学習会を通して、来年度の進

路選択や受験に対して、家族で共通認識を持ってほしいと考えています。 

まず一番大事で忘れてほしくないことは、進路の決定はみなさん自身が行うということ

です。しかし、進学するには保護者のかたの協力が欠かせません。だから、みなさんと家

族の方の間で共通認識を持つことが大切になります。 

また、ここ数年で高校の在り方や受験の制度が大きく変化しています。２年前に進路を

担当した者でさえ、今年度の受験体制の変化には驚くばかりです。ましてや、みなさんの

お父さんやお母さんが高校受験をしたときとでは、何もかもが

違っているといっても過言ではないほどに進路の選択肢は増

え、それに従って受験の方法も大きく変化をしています。だか

らこそ、進路選択については最新の情報を基に、しっかりと家

族で話し合うことが大事です。 

今回の親子進路学習会をきっかけとして、今後の進路につい

て家族で進路について話をしてほしいと思います。 

２週連続で、テストです！ 
２月３日（金）に学力テスト。そして、２月９日（木）と１０日（金）に後期期末考

査が行われます。 

学力テストは、２年生の間につけた学力を知ることができるテストです。また、定期

考査は、２年生の後期後半の授業で学んだことを、どれだけ自分の学力として蓄えるこ

とができているかを確認できるテストです。これまでにも伝えてきましたが、テストを

受けて終わりにすることほどもったいないことはありません。特にこれからは、学んだ

ことが入試に直結していくことを考えると、テストでわからなかったことや解けなかっ

た問題を何度でもやり直したり学びなおしたりして、自分の知識として蓄えていくこと

が大事になってきます。 

テストの点数だけを見て一喜一憂するのではなく、問題と採点された解答用紙を照ら

し合わせて、今後につながる振り返りをしてほしいと思います。 

 

今年度最後の「とびうめ学習会」 

後期期末考査に向けて、今年度最後の「とびうめ学習会」を２月６日（月）～８日

（水）の放課後に、３日間の予定で行います。 

学習会の期間中には、学年の先生だけではなく、教科担当の先生も教

えに来てくれます。この機会を利用して、自分で学習してもわからない

ことや、教科ごとの試験勉強の要領など質問してほしいと思います。 

なお、自由参加の場合、担任の先生に事前の申し込みが必要です。 

 

 

保護者のみなさまへ 

早いもので、修学旅行から帰ってきて、２ヶ月が経とうとしています。そして、子どもたちが２

年生として学校で過ごすのも、４０日足らずとなりました。 

さて、先日文書で、親子進路学習会の案内を配付させていただきましたが、目を通して

いただけましたでしょうか。子どもたちに向けても伝えていますように、高校受験のシステムが

公立・私立ともに今年度の受験から大きく変化しています。そのため、最新の情報を親子で

確認したうえで、お子様の進路を検討していただく必要が出てきました。 

私共も、今年度の大幅変更に戸惑いもありますが、一つひとつ確認しながら、お子様に

とって最善の進路選択につながる情報を、保護者の皆様へお伝えできるよう努めてまいる

所存です。 

ご多用とは存じますが、親子学習会への積極的な参加をお願いいたします。 
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